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音楽科における「主体的・対話的で深い学び」
市　川　郁　子
は じ め に
　新学習指導要領（平成 ₂₉ 年３月 ₃₁ 日告示）の基本方針の１つとして「主
体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善（アクティブ・ラーニン
グの視点に立った授業改善）の推進が挙げられている。子どもたちが学習内
容を人生や社会の在り方と関連付けて理解し、これからの時代に求められ
る資質・能力を身に付け生涯にわたって能動的に学び続けるためには学習
の質を一層高められるよう授業改善を行っていかなければならない。子ど
もの資質・能力を目指した授業改善は小学校においては既に多くの実践が
ある。蓄積された実践の上に立ち、「主体的な学び」「対話的な学び」「深い
学び」の視点を取り入れ授業改善を図ることが求められている。そのため
には子どもたちが各教科の特質に応じた見方・考え方を働かせながら身に
付けた知識や技能を活用したり、思考・判断して深く理解したり、情報を
処理したりしながら自己の考えを形成し、課題の発見やその解決策を考え
ることができる学習過程を充実していく必要がある。
　本稿では小学校音楽科における習得・活用・探究という学習過程におい
て「主体的・対話的で深い学び」を実現していくための方策や留意点につ
いて考え、授業改善の方向性について述べていく。
₁．音楽科は何を目指す教科なのか
　小学校の音楽科は、どのような学習指導を目指している教科であるのか。
表現領域の学習においては、「自分はこう表現したい」という思いや意図
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をもって歌ったり、楽器を演奏したり、音楽をつくったりすると共に、仲
間と音楽活動をする喜びや楽しさを味わったりすることを目指している。
また、鑑賞領域の学習においては、「自分はこの曲のここが好きだ、気に
入っている。なぜなら・・・」と共通事項を拠り所にして楽曲の特徴や演
奏のよさを捉え、自分なりの感じ方や気付きにより、仲間と交流しながら
音楽を味わって聴くことを目指している。このように考えると、音楽科の
学習は非常に主体的、創造的、協働的なものであると言える。
　現行の小学校学習指導要領（平成 ₂₀ 年３月告示）においては、音楽科の学
習において育成しなければならない資質・能力は、学校教育法第 ₃₀ 条第
２項に示された学力の重要な３要素と関連付け、①基礎的・基本的な知
識・技能の習得、②課題解決のための思考力・判断力・表現力、③主体的
に学習に取り組む態度、学習意欲と示されている。そして、これらの資
質・能力を育成するための取り組みにおいて、特に言語活動の充実を図る
ことが重視されてきた経緯がある。言語活動は音楽表現の質を高めたり音
楽を味わって聴いたりすることに効果的につながるよう今後も一層の充実
を図る必要がある。また、指導者は子どもの学習が質的に高まったと言え
る「出口の姿」を十分に想定した上で、その姿を実現するための支援、価
値付け、評価等を行い子どもがより積極的、能動的に学習に参加できるよ
うにしていくことも大切にされてきたところである。
　今回、新学習指導要領への改訂に向け、平成 ₂₇ 年８月中央教育審議会
教育課程企画特別部会は「論点整理」において「何ができるようになるの
か」という観点から、子どもたちに育成しなければならない資質・能力に
ついて３つの柱を示した。
　現行の学習指導要領において身に付けるべく示されている資質・能力の
「①基礎的・基本的な知識・技能の習得」に当たる部分は、「何を知ってい
るか、何ができるか（個別の知識・技能）」となり、「②課題解決のための思
考力・判断力・表現力」は「知っていること、できることをどう使うか
（思考力・判断力・表現力等）」、「③主体的に学習に取り組む態度、学習意欲」
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は「主体的に自ら働きかけ、どのように社会・世界と関わり、人と協働し
よりよい人生を送るか（学びに向かう人間性・学習に取り組む態度）」と整理さ
れた。
　そして、これらの資質・能力を育成するために「何を」「どのように」学
ぶのか、そのための学習指導法としてアクティブ・ラーニングの手法が示
され、授業改善の視点が「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」の
３点にわたって示されたのである。すなわち、そのねらいは、学習の内容
面において習得・活用・探究の学習をより深く豊かなものにすること、技
能面において思考力やコミュニケーション力を育てること、情意や態度面
において参加意識や関心・意欲を高めることであると言える。子どもたち
が見通しを持ち、学びを振り返りながら自分のこととして学ぶ「主体性」
と他者との関わり合いを通じて学ぶ「協働性」を日常の学習場面において
具現化していくことが求められていると考えられる。課題意識を持ち、身
に付けた知識を関連付けたり批判的に考えたり、他者からのフィードバッ
クを入れることにより主体的に自己内対話をしている状態をつくることが
できるよう授業形態の工夫を含めて考えていかなければならない。
　音楽は本来体験を通して学ぶ教科であり、個々が能動的に取り組まなけ
れば学習が成立しない。一人一人が感性を働かせ、主体的に学ぶためには
体験の仕方を工夫すること、ねらいを明確にし、目指す表現をするための
問題解決的な学びをすること、課題解決に向けて協働的な学びができる場
が大切となる。そして、子どもたちのアクティブな活動と教師の子どもへ
の確かな指導が相まってより豊かな音楽科の学習が成立するのである。
₂．授業改善の視点「主体的・対話的で深い学び」とは
（1）学びの質を深める
　新しい時代を切り拓いていくために必要な資質・能力を育むためには、
学びの質を深めなければならない。その方策として新学習指導要領では３
点が重視されている。
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　１点目は、教科等の目標を３つの柱、「知識及び技能」「思考力・判断
力・表現力等」「学びに向かう力、人間性等」で整理し育成すべき力を明確
に提示した。２点目は各校の状況に応じてカリキュラム・マネジメントを
確立することにより一層系統的、発展的に力を育成することの大切さを強
調した。そして、３点目に「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授
業改善の推進を挙げた。授業が単に知識を記憶する学びにとどまるのでは
なく、身に付けた資質・能力を様々な課題解決に生かすことができている
ことを子ども自身が実感できるような学びを進めなければならない。主体
的に学ぶことが自分の人生や社会で生きることにどうつながるのかを子ど
もたち自身が考えたり、仲間や様々な人との対話により視野や考えを広げ
たりするような学びを通して子どもたちは、これからの時代に求められる
資質・能力を身に付け、生涯にわたって学び続ける姿勢を身に付けること
ができる。また、個性に応じた学びを実現することもできるだろう。そこ
で次項においては、中央教育審議会答申（平成 ₂₈ 年 ₁₂ 月 ₂₁ 日）において示
された学びを深めるための視点である「主体的・対話的で深い学び」につ
いて考察する。
（2）授業改善の具体的な内容
　「主体的・対話的で深い学び」を視点とした授業改善の具体的な内容に
ついて、中央教育審議会答申では次のように示されている。（下線は筆者に
よるものである）
①学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の方向性と関連付
けながら、見通しを持って粘り強く取り組み、自己の学習活動を振り
返って次につなげる「主体的な学び」ができているか。
②子供同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え方を手掛か
りに考えること等を通じ、自己の考えを広げ深める「対話的な学び」
ができているか。
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③習得・活用・探究という学びの過程の中で、各教科等の特質に応じた
「見方・考え方」を働かせながら、知識を相互に関連付けてより深く
理解したり、情報を精査して考えを形成したり、問題を見いだして解
決策を考えたり、思いや考えを基に創造したりすることに向かう「深
い学び」が実現できているか。
　「主体的な学び」については、子どもが単に興味を持って積極的に取り
組むことだけではなく、学習していることが学び全体の中でどのような意
味を持ち、どのような位置付けであるのか、何を目指しているのかを意識
できることが大切である。そして、自己の学習を振り返り見通しを持って
学習を進めていける力を身に付ける必要がある。
　「対話的な学び」については、自分とは異なる考え方や感じ方に触れる
ことにより、自己の考えを確立する、深める、広げる、音楽科では感性を
豊かにすることが大切であると言える。また、先哲としての作曲者や作詞
者の思いや考えに思いを致すことも対話的な学びと言える。単に仲間と共
に学べばよい、人と対話すればよいということではなく何のために協働す
るのか、何のために言語活動をするのかというめあてを明確化して授業を
進めることが大切である。
　「深い学び」の視点については、各教科等の学びの中で身に付けた資
質・能力を活用しながら新たな資質・能力を育めるようにすることが大切
である。その際に各教科等を学ぶ本質的な意義をなすと言われている「見
方・考え方」を働かせることができるようにしなければならない。子ども
たちが「見方・考え方」を働かせて思考・判断・表現できるよう教師の指
導力も求められる。
　これら３つの視点は相互に関連しており、具体的な学習活動も関連し合
うと考えられるが、子どもたちの学びにバランスよく含まれるよう工夫し
て授業を構築していくことが大切である。
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₃．音楽科における授業改善の視点
　音楽科で育てる資質・能力は次のようである。
①知識・技能　曲想と音楽の構造との関わりについて理解することや表
現したい音楽表現をするために必要な技能を身に付けること。
②思考力・判断力・表現力等　音楽表現を工夫したり、味わって聴いた
りすること。
③学びに向かう力・人間性等　音楽活動の楽しさを体験することを通し
て、心情、感性、音楽に親しむ態度を養い、豊かな情操を培うこと。
　これまで音楽科においては、音楽のよさや楽しさを感じ取り、思いや意
図をもって表現したり味わって聴いたりする力を育成してきたことが成果
として挙げられる。①の知識・技能の育成に関しては、曲のよさを理解し、
自己と音楽との接点をよりよくつくる上で必要な知識を身に付けられるよ
う共通事項の何を取り上げるのかをしっかりと考えることが大切である。
また、「自分が表現したい音楽表現をするために必要な技能を身に付ける
こと」という部分が重要であり、知識・技能のみを単独に獲得するための
学びにならないようにしなければならない。子どもたちが「～のように表
現したい」と思ってもその思いを実現できなければ学びに向かう意欲は低
下し姿勢は後退する。自分の思いを実現できてこそ自信がもて、新たな課
題に向かって頑張ろうとする姿を生み出すことができる。表現に必要な知
識・技能が習得できるよう教師の指導力が求められる。
　②の思考力・判断力・表現力等の育成においては、表現を工夫したり、
味わって聴いたりすることができるよう、音楽を特徴付けている要素の何
を取り上げることが思考力・判断力の育成につながるのかを考える必要が
ある。各題材や教材ごとに取り上げるべき共通事項を明確にすることであ
る。また、表現力の育成に向けては、教師が指導する場面、評価する場面
をどう位置付けるのか、子ども同士が学び合える場をどう位置付けるのか
等、学習の場面設定についての工夫が大切である。適切な指導なくして、
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子どもたちが思考・判断して表現することはできない。協働の仕方も大き
く関わってくるであろう。これまで以上に感性を働かせ、他者とよりよく
関わり合いながら音楽表現をしたり、音楽を聴いてそのよさを考えたりす
ることができるよう学習場面や方策を工夫することが課題として挙げられ
る。
　また、③の学びに向かう力・人間性等の育成については、これまでも音
楽と生活との関わりに関心をもって音楽に親しむ態度を育んできたが、
「学校音楽校門を出ず」という状況に陥らないよう、音楽活動の楽しさを
体験できる場を十分に保障しなければならない。仲間と合唱や合奏をする
ことは子どもたちに大きな感動を与えることにつながるが、教育課程にお
ける限られた時間数の中でそれを実現していく困難さがあることも現実で
ある。しかし、学校であるからこそ体験できる音楽活動を工夫し、自分が
学んでいることに対する関心や理解を深め、学んだことを自覚できるよう
にしていくことも今後の課題である。
　音楽科の学びを通して何ができるようになるのか。それは、感性を働か
せ、他者と協働しながら音楽表現をしたり、音楽を聴いてそのよさを考え、
理解したりすることにより、人間性を豊かにすることである。子どもが主
体的に音楽と向き合うこと、表現に対する思いや考えを深められること、
音楽の本質に触れそのよさを理解できること、日常に溢れる音や音楽への
関心や理解を深められるようにするために、「主体的・対話的で深い学び」
による授業改善が求められるのである。
（1）主体的な学びをつくるために
○興味・関心をもち意欲的に取り組む場の設定
　子どもたちの主体的な学びをつくるためには、興味・関心と見通しを持
って、意欲的・積極的に取り組める場の設定が大切である。そのためには、
まず、教材との効果的な出合いの場をつくることである。最初の曲との出
合いはとても大切であり、音楽を特徴付けている要素や音楽の仕組みに着
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目し、音楽のよさを感じ取れるよう工夫することにより意欲の持続化を図
ることができる。それぞれの感じ方は多様であるが、なぜそのようなイメ
ージをもったのか、なぜそう感じたのかを知性（音楽を形づくっている要素
とその働きから捉えること）と感性（感じ取ること）を融合させることにより
捉えることが大切である。個々の思いや考えを仲間と交流することで、共
感したり、異なる感じ方に触れたりすることが、音楽に対する興味・関心
を高めることになり、思考・判断・表現の内容を豊かにしていくことにつ
ながる。そして、音楽のよさを感じ取れるよう、音楽を特徴付けている要
素や音楽の仕組みに着目した体を使った活動（手拍子をする、指揮をする、歩
く等）の場を設定することにより積極的に音楽に働きかけることができ、
音楽的な「見方・考え方」を高めることにつながるのではないかと考える。
○身に付いた力を自覚する
　身に付いた資質・能力を子ども自身が自覚したり、仲間と共有したりす
る場を設定することも大切である。授業の後半部分では、学習を通して見
つけた音楽のよさや特徴を仲間と共有したり、自分ができるようになった
ことを確かめたり、仲間と認め合ったりすることが大切である。小学校音
楽科においては仲間と音楽活動をして表現ができるようになったという思
いや、一緒に活動して楽しかったという経験をすることはとても有意義な
ことである。身に付いた力を自覚することにより、音や音楽によって自分
がどう影響を受けたのか、学ぶことの意味や価値について気付けるように
なると考える。学ぶ意味や価値を捉えることができれば子どもたちの学び
は学校の授業から学校の外の社会へと向かい、より積極的に社会や生活の
中にある音や音楽への関心を広げることにつながっていく。そのことが、
学びに向かう力、人間性を高めることにつながると考える。
（2）対話的な学びをつくるために
○感性をより豊かにする
　言語活動の充実は表現や鑑賞の活動を深めていく際に重要なものである。
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鑑賞領域においては楽曲を聴いて想像したことや感じ取ったことを言葉で
表し、他者と交流することにより楽曲の特徴や演奏のよさを理解して聴く
ことができる力を身に付けられるよう指導が行われている。また、表現領
域においても楽曲を聴いたり歌詞を読んだりすることにより感じ取った思
いや気付きをペアやグループで交流した後、学級全体で思いを共有し表現
に生かす力を身に付けられるよう指導が行われている。しかし、対話的な
学びを充実していくためには他者と話す、書く、交流するといった言語活
動だけではなく、音によるコミュニケーションや身体表現、身体活動とい
った音楽科特有の活動を用いて他者と協働することが必要となってくる。
そのような協働を通してこそ感性を豊かにしていくことができると考える。
他者理解を深めると共に自己の思いを確立することができる協働を積極的
に取り入れていくことにより音楽のよさを共有し、理解できる対話的な学
びを実現したい。
（3）深い学びをつくるために
○「見方・考え方」を働かせる
　深い学びは、音楽的な「見方・考え方」を働かせながら主体的・対話的
な学びを充実することにより実現すると考える。音楽的な「見方・考え
方」とは、感性を働かせ、音楽を形づくっている要素とその働きの観点か
ら音楽を捉え、自己のイメージや感情と関連付けることである。しかし、
子どもたちが音楽に対する感性を働かせたり、音楽を形づくっている要素
やその働きの視点から音楽を捉えたりすることは容易なことではない。そ
こで、曲想と音楽を特徴付けている要素、音楽構造との関連、音楽の特徴
が理解できるよう構造的な板書をすることが指導の工夫として挙げられる。
構造的な板書により視覚的に理解することは、音楽的な「見方・考え方」
を育て、働かせることにつながり、音楽に対する知識・理解を深められる
のではないかと考える。
　また、主体的な学びの項でも述べたが、思考を促し、知識・理解につな
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がる言語活動（言葉や体の動き）を取り入れることも深い学びにつながると
考える。他者と協働しながら体を動かす活動を通して、音楽表現を生み出
したり音楽を聴いてよさを見出したりする過程において音楽の構造を理解
したり、感じ取ったことを共有したりする学びを大切にしたい。客観的な
理由や根拠を基に思考・判断・表現という一連の過程を大切にした学習を
進めることが深い学びにつながるのである。
　そして、意欲を持続させながら学習に取り組めるよう教材との出合いや
向き合い方を工夫すること、表現の仕方や、楽曲のよさについて仲間と共
に考え、自己の考えを形成し、思いを基に協働して表現や鑑賞をする場を
設けることが深い学びをつくることにつながっていくと考える。
　「主体的・対話的で深い学び」は１時間の授業の中で実現されるとは限
らない。主体的な学びになるために指導計画を工夫すること、子ども自身
が自己の変容を自覚できるよう工夫すること、対話の場の設定を工夫する
こと、教師の指導を徹底する場面を工夫すること等々の視点をもって授業
改善を進めていくことが大切であると考える。
₄．小学校におけるアクティブ・ラーニング
　教師から子どもへの一方的な講義式の授業ではなく、習得・活用・探究
という学習過程をより一層充実するために、主体的・対話的で深い学びの
視点を取り入れた小学校における音楽の授業をみていく。
　次に示す写真は京都市立小学校の中学年の表現領域における授業の一場
面である。この授業は、主旋律を歌い、そこにリコーダーによる副次的な
旋律を入れ、歌とリコーダーを重ねて演奏するという学習内容である。
　写真①は授業の最初、写真②は授業の中、写真③は授業の終わりの場面
である。
　子どもたちの学びの形態が学級全体から少人数グループへ、そしてまた
学級全体へと変化していることが分かる。課題をもち、子ども同士のより
よい関わり合い、協働を通して課題解決を目指す授業である。
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　写真①の導入場面は、前時を振り返りながら本時の学習課題の設定に向
けて学級全体で歌唱しているところである。全員で歌った後、自分たちの
感じたことや気付いたことを交流し、その中から本時の学習課題をつくっ
ていく。子ども同士の意見交流を通して、互いの気付きを生かしながら何
を目指して表現を創り上げていくのかという目標とそのためにどのように
学んでいくのかという学びの過程が明確にされるのである。学びの過程と
学びの方法が明確であることは子どもたちの主体的な学びの姿勢につなが
る。
　写真②の場面では、導入場面で確認した学習課題をグループの仲間と一
緒に表現したり、聴き合ったり、考え合ったりしながら自分たちの学びを
進めていく。子どもたちは、これまでの学びで身に付けた力や技能（歌唱
力・楽器奏法）を使い学習を進めていくが、子どもの力だけでは表現の変容
が困難な部分については教師が適切に指導を入れることで学びが深まる。
この場面において教師の指導は欠かせない。子どもの主体に任せる場面と
適切な教師の指導を入れる場面を工夫することも主体的・対話的で深い学
びをしていく上で必要である。写真②の子どもたちを見る教師の眼差しは
温かく、グループの仲間同士がよりよく関わり合って協働している様子が
分かる。
　写真③はグループの練習の成果を学級で発表している場面である。自分
たちの表現をみんなに発表しその評価をもらうことにより、充実感を味わ
い向上心を持つことができる。発表する子ども、聴く子どもどちらも刺激
を受け合っている。まさに課題解決に向けて能動的な学習が行われている
（写真①） （写真②） （写真③）
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のである。
　従前より小学校では自分の感じたことや気付きを仲間と交流し多様な感
じ方に触れたり感性を高めたりする等、仲間と協働する経験を大切にした
授業を構築してきた。一人一人が自分の思い、考え、感じたことを自分の
言葉で表現する、自分の考えと人の考えを比べて聞き自分の考えを確かな
ものにする、根拠を明らかにして理解したことを人に伝えられるようにす
る等、コミュニケーション力を付けることを意識して取り組むことにより、
思考力・判断力・表現力等を身に付け、音楽を理解する力を高めている。
言語を用いた活動により主体的な学びの姿勢をつくり、仲間とのコミュニ
ケーションを通して社会性を身に付けることができる。主体性、協働性を
高める実践を通して学びの質を深めていくことで一層表現する喜びを体感
することができるのである。
₅．実践の紹介
　₂₀₁₈ 年２月に京都市立伏見南浜小学校１年生の３学級において、学び
の質を高めるために「主体的・対話的で深い学び」の視点で鑑賞領域の授
業実践を行った。学習指導案の作成は筆者で、授業者は京都市立伏見南浜
小学校長山崎弥生氏である。その授業を紹介しながら、「主体的・対話的
で深い学び」について考察していく。
鑑賞教材「ラデツキーこうしんきょく」の指導
①楽曲について
　「ラデツキー行進曲」はヨハンシュトラウス（父）（₁₈₀₄～₁₈₄₉）によって
作曲された。この曲は、当時オーストリア領であった北イタリアの独立運
動を鎮圧したラデツキー将軍の功績を讃えるために ₁₈₄₈ 年に作曲された。
楽曲全体は主部（ニ長調）┻トリオ（イ長調）┻主部（ニ長調）の３部形式にな
っている。そして、それぞれの部分は A‒B‒A の形でつくられている。ウ
ィーンフィルハーモニー管弦楽団のニューイヤーコンサートのアンコール
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曲として必ず演奏されることでも有名であり、手を打ちながら聴衆が楽し
く鑑賞する姿がテレビで放映される等、世界中の人々に親しまれている。
　教科書では、鑑賞教材「ラデツキーこうしんきょく」として第１学年の
題材「おとを　あわせて　たのしもう」の中で取り上げられている。楽曲
の教材性は２点挙げられる。１点目は楽曲の楽しさや演奏のよさを感じ取
りやすいことである。音楽に合わせて行進したり、強弱の変化に合わせて
手拍子を打ったりすることにより、楽曲の楽しさや演奏のよさに気付くこ
とができる。２点目は、楽曲の気分の変化を感じ取りやすいことである。
主部とトリオにそれぞれ特徴ある前奏が付いており、主部とトリオの部分
の旋律も対照的なものになっているため、気分の違いをはっきりと感じ取
ることができる。旋律の動きに着目して聴くことにより気分の変化を捉え
ることができる。また、演奏における強弱がはっきりしていることや旋律
の反復が明確であるため、音楽を形づくっている要素を手掛かりにして体
の動きを工夫しながら聴くことにより、楽曲の変化を捉えることができる。
②「主体的・対話的で深い学び」の視点に基づく学習展開について
　本時の目標は「音楽の特徴（旋律の反復・強弱）を捉え、楽曲の気分を楽
しんで聴くことができる」と設定した。評価規準は「拍子や旋律の反復、
強弱表現が曲のよさを生み出していることを理解し、曲全体の気分やよさ
を感じ取って楽しく聴くことができる」とした。本教材の理解を進めるた
めに根拠としたい共通事項は、拍の流れ・旋律の反復・フレーズ・強弱で
ある。そして、「主体的・対話的で深い学び」となるための手立てとして
①体を動かす活動の導入、②協働的な学びの場における言語活動の充実、
③音楽との出合い方と向き合い方の工夫、④出口の姿の明確化を工夫した。
本時の展開【（はじめ）曲の感じを捉える→（中）曲の特徴を感じ取って聴
く→（終わり）曲の特徴を理解して聴く】に沿って、「主体的・対話的で深
い学び」につながる主な手立てについて述べる。
 （はじめ）曲の感じを捉える
 手立て  • 音楽との出合いを工夫し挿絵を活用し、曲の気分を想像する。
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　　　　• 協働的な学びの場としてペアによる対話・交流をする。
　　　　• 構造的な板書により音楽的な見方・考え方を導く。
　主体的な学びをつくるためにまず、興味・関心をもち意欲的に取り組め
るよう、音楽との効果的な出合いとして「挿絵」を活用した。下図が挿絵
である。挿絵は楽曲の感じをうまく表現したものになっている。そこで、
この挿絵を見てどのような感じの音楽が聴こえてくるかを子どもたちに想
像させ、ペアで交流した。１年生であるため自分の思いや考えを人前で発
表することは容易なことではない。ペア活動により個々の思いや考えを交
流できる場をつくり、他者に共感したり違いを知ったりすることができる
ようにした。交流することが音楽に対する興味・関心を高めることになり、
思考・判断・表現の内容を豊かにしていくことにつながると考えるからで
ある。
　この挿絵（挿絵１）に描かれている子どもたちのにこやかな表情や全体
の色合い等から明るい、楽しい、おもしろい、元気、はずんだ、にぎやか
といった曲の感じを捉えることができた。また、騎馬隊の行進や子どもた
ちの行進の様子、さらには子どもたちが様々な手拍子をしているところか
ら行進の様子を表した曲ではないか、様々な楽器の音が聞こえてくる曲で
はないかといった意見が出された。これらの子どもの発言に対して「なぜ
そう考えたのか」考えの根拠をはっきりとさせておくことが大切である。
（挿絵１）教育芸術社
小学生の音楽１ P 62～63
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「なぜ」を問うことにより、自己の感じ方を明確にすることができると共に、
音楽に対するイメージや気持ちの変化に気付くことができるからである。
これらの意見交流の場において教師は子どもたちの発言を板書するが（写
真１）、曲の感じに関する発言と音楽の要素に関わる発言を区別して板書
することが思考・判断の拠り所となると考える。
　次に挿絵を見ながら主部Ａを聴き、感じたことや気付いたことをペアで
話し合った後学級全体で交流した。挿絵から感じ取ったことと曲を実際に
聴いて感じ取ったことを合わせて考え、主部Ａの曲想を捉えるようにした。
　ここでは深い学びにつながる工夫が必要となる。音楽的な見方・考え方
を働かせることができるよう曲想と音楽を特徴付けている要素（反復）、音
楽の構造との関連、音楽の特徴が理解できるよう構造的な板書を工夫した。
　主部Ａでは同じ旋律が反復されており、何度か聴くことにより、旋律の
反復に気付くことができ、口ずさむことができるようになる。口ずさむこ
とも体を動かす活動と捉え、前奏（たたたん　たたたん）に引き続き主部Ａ
を口ずさみながら楽曲を聴いた。この時、旋律に視点をおくことで音楽的
な見方・考え方ができるよう、旋律線図（写真２）を提示し、旋律の動きを
意識しながら口ずさめるようにした。視覚的に旋律の動きを捉えることに
より旋律の反復をより確かに捉えることができ、旋律の動きが曲想と関係
していることが理解できるようにした。
　主部Ａの旋律を覚え、感じを捉えることができるようになったところで、
（写真１） （写真２）
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続いてトリオＢの前半までを聴き、曲の感じが変わることに気付けるよう
にする。主部Ａの前に前奏があったように、トリオＢの前にも前奏がつい
ている。この場面においても深い学びにつながるよう、前奏（たーんた　た
たたた）とトリオＢの部分の旋律線図を提示し（写真３）、それを見ながら
聴くようにした。旋律線図を見ることで視覚的に主部ＡからトリオＢへの
つながりと旋律の変化を捉えることができる。
　主部はニ長調、トリオはイ長調と調性の違いにより曲想が変化している。
子どもたちは元気で弾んだ楽しい感じから、やさしくなめらかで流れる感
じに変わったという捉え方をした。そして、旋律線図を意識しながら楽曲
全体を通して聴くと、トリオＢの後にまた主部Ａが現れ、楽曲は A‒B‒A
という構造になっていることが理解できるのである。板書では曲のつくり
（写真４）として示した。
　ここまでの活動の後、曲名「ラデツキーこうしんきょく」を知らせ、ラ
デツキー将軍の凱旋の様子を表した音楽であることを子どもたちに伝えた。
作曲者や楽曲名が付けられた経緯等について伝えることは、鑑賞領域の学
習における音楽的な知識・理解を広げることにつながり、それは音楽の聴
き方をより豊かにすることにつながっていくと考える。
 （中）曲の特徴を感じ取って聴く
 手立て  • 挿絵を活用し音楽との向き合い方を工夫する。
　　　　• 体を動かす活動（手拍手）の導入。
（写真３） （写真４）
（市川）　39
　　　　• 構造的な板書により音楽的な見方・考え方を導く。
　本時の学びの中心となる「主部とトリオの曲想の違いや楽曲の構造を理
解して聴く」ために主体的な学びとなる方策を工夫した。音楽を特徴付け
ている要素や音楽の仕組みに着目し、体を使った活動を取り入れながら積
極的に音楽に働きかけ、音楽のよさを感じ取れるようにした。
　まず、本時の課題として楽曲の面白さや演奏のよさを見つけて聴くとい
うことについて確認する。そして、どのような工夫をして聴けば課題が解
決できるのかを再度挿絵を見て考えた。（はじめ）の場面で用いた挿絵（挿
絵２）を再度活用することにより、意欲的に学びを連続できるようにした。
挿絵では子どもたちが、大きな手拍子や小さな手拍子、指打ちをしながら
楽しく聴いている様子や、楽しそうに歩いたり行進したりしながら聴いて
いる様子を見ることができる。
　それらの動きを取り入れて楽曲を聴く。子どもの実態に合わせて手拍子
や行進を活用するが、今回は曲に合わせて１人やペア、グループで手拍子
をしながら聴いた。（写真５）手拍子を打つことは子どもたちにとって意外
に難しいことであるため旋律線図を活用し、４小節が１フレーズであるこ
とを意識して手拍子が打てるようにした。拍の流れにのって手拍子をする
ことで楽曲の特徴やよさを感じ取ることができた。また、手拍子の打ち方
を大きくしたり小さくしたりという工夫をする子どもたちが多く見られた
ため、なぜ打ち方を変えているのかを問うと、演奏の強弱の変化に合わせ
て打ち方を変えているという答えが返ってきた。
　また、主部Ａでは自分の体の前で手拍子を打つことが多かったが、トリ
オＢの部分では手拍子を左右に動かしながら打ったり、体を横に揺らしな
がら打ったりする様子が見られた。なぜ手拍子の打ち方を変えたのか、な
ぜ体を揺らしているのか、その理由について問うと、旋律の動きや旋律の
反復等を根拠にして体の動きを変えていたことが分かった。体を動かして
聴く活動は楽曲の特徴や構造を捉えるための有効な手立てとなり、思考
力・判断力の育成につながる学びとなったと考える。しかし、体を動かし
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ながら聴くことは個人差が現れるため、動かし方のヒントになる声掛けを
する、トリオＢの部分の打ち方について主部Ａと比較して考えられるよう
にする等の支援をし、すべての子どもたちの楽曲に対する理解を促すこと
が大切である。
　そして、楽曲の特徴や構造をより確かに捉え、楽曲についての知識・理
解を深めるために、体を動かして聴いている友達の動きを客観的に見るこ
とも必要であると考え、ペアで手拍子をしながら聴き、友達の動きを見て
気付いたことを交流した。（写真６）友達が強弱に合わせて大きな手拍子や
小さな手拍子を工夫していたこと、盛り上がるところで大きな手拍子にし
ていたこと、トリオＢでは揺れるような打ち方に変えていたこと、後半で
主部Ａが出現するとまた大きな手拍子をしていたことに気付いた。協働的
な学びにより曲の特徴や構造を確認できた。体を動かす活動の導入や協働
的な学びの場の設定により、楽曲の構造を捉え、旋律の反復や強弱表現が
楽曲のよさや演奏のよさにつながっているという楽曲についての知識・理
解を深めることができたと考える。
 （終わり）曲の特徴を理解して聴く
 手立て  • 構造的な板書により音楽的な見方・考え方を獲得し、学んだ意
味や価値（出口の姿）について自覚、共有する。
（挿絵２）教育芸術社
小学生の音楽１ P 62～63
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　体を動かして聴くことは楽曲の理解につながることが分かったが、やは
り鑑賞の授業では落ち着いて楽曲を心と耳で味わって聴くことを最後に位
置付けたい。そして、今日の学習で分かったことやできるようになったこ
とについて子どもと確認することが大切である。計画的で構造的な板書を
作成することにより子どもたちの学びは深まり、知識の定着を図ることが
できる。（写真７）３部形式という曲の構造や旋律の反復の面白さや特徴に
ついてまとめ、学級全体で共有することにより知識・理解としての鑑賞の
能力を身に付けられるようにした。
　今回の学習においては、子どもたちから「拍手をしながら聴いたことに
よりこの音楽には強いところや弱いところがあることが分かった。」「音が
強くなって気分が盛り上がってくると自然に手拍子が大きくなったので曲
の山が分かった。」「手拍子をしながら聴くと、同じ音楽（旋律）が何回も聴
こえた。」「この曲のおもしろいところは何回も同じ旋律が聴こえるところ
だ。」「曲のつくりはサンドイッチになっていることが分かった。」「この曲
は絵で見た通り、明るく元気に行進できる曲だった。」といった学びをし
たことが分かった。
　評価は「鑑賞の能力」の観点で評価規準は「旋律の反復や強弱が曲のよ
さを生み出していることを理解し、曲全体の気分やよさを感じ取って楽し
く聴く」であった。子どもたちがどのように手拍子の仕方を工夫しながら
聴いていたのか、ペア活動で体の動きを確認することにより楽曲のよさを
（写真５） （写真６）
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捉えることができていたか、理解したことを自分の言葉で伝えることがで
きていたか等、子どもの活動を可視化することにより明確になったと考え
る。
　本実践では、「主体的・対話的で深い学び」という視点を大切にしなが
ら学びの質を深めるための指導の在り方について考えた。主体的な学びと
なるために、子どもたちの興味・関心、意欲を持続させながら学んでいけ
るよう体を動かす活動を取り入れた鑑賞活動を行ったことは有効であった
と考える。また、子どもたちが何を学んだのか、どんな力を付けることが
できたのかを自覚できる場としてペア学習の場を設けたことも充実感を味
わったり学習意欲を高めたりする上で大切であった。音楽は仲間と関わり
合い体験を伴って学んでいく教科であるが、対話的な学びとなるよう子ど
も同士、あるいは教師と子どもとの協働の場を適切に取り入れ、感じ取っ
たことや思いを交流することにより感性を高めていくこと、さらにはその
場において音楽的な「見方・考え方」を働かせることができるようにする
ことが大切であることが確かめられた。主体的・対話的な学びを充実して
いくこと、そして音楽的な「見方・考え方」ができるよう教師が支援する
ことが深い学びにつながり、学びの質を深めていくことができるのである。
お わ り に
　教員は生涯にわたって続く学びの本質をしっかり捉え、子どもたちに求
（写真７）
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められる資質・能力を確実に身に付けられる指導を行う使命を担っている。
従来からも学校現場では授業研究に多くの時間を費やし、授業の工夫・改
善を行ってきている。その成果の上に立ち、新学習指導要領において示さ
れている、子どもたちに求められる資質・能力である「知識及び技能」、
「思考力・判断力・表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」を確実に身
に付けられるようにするためには、単なる知識を記憶する学びにとどまる
のではなく、自分に身に付いた力を様々な場面において生かせたという実
感を子ども自身が得られるような学びの深まりが求められる。そのために
「主体的・対話的で深い学び」を視点とし、学習内容面において問題解決
的な学習をより深く豊かにする、知識・技能面において思考力・判断力、
コミュニケーション力を育てる、情意面・態度面において参加意識や関
心・意欲・態度、人間性を高めることが必要なのである。「主体性」と「協
働性」を日々の学習場面において具現化していくことにより学びの質を深
めていくための授業改善を図らなければならないと考える。
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